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日本一高い場所にある山城、別名「霧ヶ城」

標高：717m　形式：梯郭式山賊　築城告185年腐城：1873年　主な城圭：遠山黒潮

o岩村歴史資料館　　e御殿門と競　〇六段壁
書保3年岩村城絵図のほか岩村城や岩村　門と櫓は、「岩村城絵図」をもとにし　域の特徴である六段の壁。もとは段

落の関連史料を展示しています。　　　　　て平成2年に復元されました。横に　差のない高石垣でしたが、親藩を陳
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露悪郡市岩村町98

国0573－43・3057

圏9：00－17：00（4－11月）9：30－16：00（12－3月）

騒入館料300円、高校生以下無料、65歳以上200円

闇月曜日（税目と重なった場合は翌日）、
税目の翌日、年末年始

は移築された知新線の正門があり∴∴ぐために各段に犬走りが設けられて

います。

e本丸
本丸は江戸諸藩の府城の中でも最も高い標高717mに築かれ

ていました。表門・裏門とも埋門で厳重な備え。天守はなく、二重

の本丸櫓と納戸櫓が石垣の上に構えられ、東西両側に多門櫓、奥

の一番高いところに本丸櫓がありました。

醒恐闘園謹話腰、 ������� � �露藷轟繋‾：諾i一審ト㌻＼‾） 　　∴∴∴：∵ �� 

∵∴∴ 駕蕊 �i）X �� � ��� � �＼餓　、、擬態 ��態欝 
一隊諸鐙轡頭図－ 

＼十、篭 �� �1 � � ��、 �∴∴∴∴∴：雷∴∴ 手軽艶／ �� 
一† ���t　－ 

縁 ‾∴： �灘 �� � ��饗賭欝 �� �　　　ノ 享㍉∴∴：∴＼＼∴∴一∴ �∴∴　∴ 

叩t‾／＝ ���� ��� �盤議題㌢÷薄紫竃 � 

e岩村城下町
400年の歴史を誇

る録重要伝統的建

造勅語保存地区調

の岩村輔下町。
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地頭と猿航需廉の長男景朝撚砦村輝を窮ま、選出馬を翻し

ました。戦国時代蒸細、織豊のr遠山罵優」鯛賎し、義手として

迎えていた織田橿長の五男千割坊対」がまだ幼少であった

ため、その夫人〈織田信長の叔母）が実質的な城主として、領地

を治めていました。いわゆる女城主「おつやの方」です。女城主

はたいへん聡明で美しく、領民に慕われていたそうです。現霞

城下町の商店や各家庭の玄関先に、女城主の宴にちなんで

その家の「女主人（おかあさん）」の名前を記した「のれん」が

かけられています。

岩たちが食したであろう野趣あふ漁る地元食材を

炭火蜜焼蘭で嫌おうもの遜ず粛

蟻恵都市塞穏勤富田5捷周

轡0573・43－3626

固持：30－14滴、17：00－21：00類要予約（当節都

囲不定

鰯土料理
轟平餅雷各班井霊舞姫膨戴

お城せんべい

石垣をイメージしたせんべいで、

お土産に人気。

取扱店：大黒屋

女減主純米吟醸

果実のような
フルーティーな香りと、

やや辛口の

とても飲めやすい吟醸です。

取扱店：岩村薩遥株式会社

伝統製法による昔ながらの

手づくりカスデーラです。

取扱店：松浦軒本店、かめや菓子舘、松浦軒本舗

えなてらす、いねむら。
（岩村観光案内所）

醗恵那市岩村町263－2

国0573－43－3231

閻9：00－16：00

恐年末年始

恵那市観光物産館
「えなてらす」

闘恵那市大井町286－25

国0573－25－4058

麗9：00－18：00

醗年末年始

約260年前に染物業を営んで　江戸時代の商家で、屋号は「松　江戸時代の町家としての様式　恵那市明智町内に「大正ロマ　大正13年に「電力王」福沢桃

いた商家で、平成11年4割こ　屋」といいます○木造2階建て　をよくとどめ、武者窓や藩主専　ン館」のほか郵便局や飲食店　介により木曽川をせき止めて

「工芸の館土佐屡」として見学　で雷院・茶室・使用人部屋な　用の出入口もあります。江戸時　など大正時代の建物が点在し　作られた大井ダムの湖崇と寄

できるようになりました。　　ど当時のままです○　　　　　代中期から栄えた問屋職、御　ています。マップ片手に探索を　岩・怪岩が続く峡谷美を鑑賞

用達職です。 お楽しみください。　　　　　　することができる景勝地。

蘭恵那市岩村町2691

繊0573－43・3451

閻9：30－16：30

（12月～2月は10：00－16：00）

経睦料
闘水曜日、年末年始

国憲郡市岩村町317

醒0573・43－4770

闇9：30－16：30

（12月～2月は10：00－16：00）

騒無料
醗火曜日、年末年始

閻恵那市明智町18843
（日本犬正村事務局）

闇0573－543944

闇9：00－17：00（最終入場16：30）
※冬季10：00－16：00（最終入電15：30）

闘年末年始

圃恵那市大井町
圏0573－25・4058（恵那市観光能会）

閻終日開放
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恵那市岩村町329－1

0573－43・2846

9：30・－16：30

：12月～2月10：00－16：00）

料

月曜日（親日は営業）、年末年始
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驚城主の堅いねむち
観鵜能会蓄村支部　TEL（0573）43－3231


